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事業の目的・内容

Ⅰ



Ⅰ．事業の目的・内容 
【事業の目 】 

食品 連事業者の 利用食品の活用の実 ルとして、特定 利活動法 セ ン

ドリーグ が ですす ている食 ットワーク ー ーリンク を

実 実験の場として、フード ンク活動における 食品 効活用 ッ ングシステム

の運用を行う。 

ー ーリンク では、 業など食品提供事業者（ 、提供者という。）から提供

いた食品を、こども食堂など の を定 、フード ンクなどの食品の け しを

行う団体（ 、 入者という。）を して食品の し・活用を実施するとともに、

ども食堂などの食品を活用する各 団体（ 、利用者という。）が食品をシ し

、 々な 活動を 。 の を通じて食品を とする利用者がつながり、

のセーフテ ットの にもなる テ を 、食品の 効活用を実 して

いる。 

これ でフード ンク団体で取 いが少ない、冷凍・冷 ・青果や 期 の い常

品を い、 の手を し、食品提供 報の発 ・ ・引 ししている 分を、 ッ

ングシステムを 、実 ・ することで、作業効率を上 るとともに スト

を り、食品ロス ロを目 す。 

 

【目 すこと】 

食品ロス のた の 効活用提  

・食品 効活用 ッ ングシステムにより、食品の提供者と 入者、利用者が さ

れた 報によりフード ーン全体で食品の実 を することができ、より食品活

用を効率 に行うことができる。 

 

ッ ングシステムによる 報の  

・これ で個々に提供者から 入者、そして利用者につながっていた食品 の流れを

することにより、これ で されていた 期 の い食品等も、 、活

用場 、利用日、利用目 などの利用者の活動状況を可 することで更に食品ロス

が できる。 

 

の食品提供の み くり 

・ 分野 から、 とり 、生活 者など が な場面での な対

応から 期の で、状況にあわ た食 が可能となる。 をつなぐ食から、

食 や など 々な分野で利活用できる。 
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庫・ 流の 効活用による 用  

・提供食品の 在が明確になることで、 の ストを らす。引取り方法や ストを

可 することにより利用者同 で集 するなど、 などをシステム し、

ストを する。 果 面において分 、 などの負荷を 、 の活用

を目 す。 
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マッチングシステム実証実験のモデル
ビーバーリンクの概要

Ⅱ



Ⅱ．マッチングシステム実証実験のモデル ビーバーリンクの概要 
 

ビーバーリンク  

 
ー ーリンクとは、食と をつなぐ みで、各 活動を食の ットワークでつな

、食品や場 、 報などをシ することで を 効活用し、こども食堂や とり

団体などの利用者の活動を 間 に する取 みである。 
ー ーリンク の名前の は、 に ー ーをイ ー した。 ー ーは、小

など自 にあるものを活用し、 しくダムを作る。 はきれいになり、 は え、小動

の食事や いの場になるように、 々が集い、力を合わ て、 が し して ら

る になるような活動が、さらにつながり がることを い ー ーリンク と名 け

た。 
それぞれの 活動はその の 体性を 、 やかにつながることで られる、

と・もの・こと・おか ・ 報を し、活動が することを目 している。 
セ ンドリーグ では、 がすす る 事業 かながわボラン リー活動

2 事業負担 対 事業 として、 食と をつな から をなくす

事業 を 2 からすす るなかで、 課と し、 どもも、

おとなも もが に集える ー ーリンク を各 に している。 
 

２ の の  

 
当法 に られる からも、 や ども・ が える の課題が 在 している。

その つ とつを するには、 々の 場 が となる。その 場 は、 き を活用

した テ の 、 活動の場、 々が集える場、 や の 場 など、

立を 、 けを られる場にもなる。 ども、 者、 者、 がい者、 とり 、

イ リテ の方々、 もがつながりを ている の の課題を する方法の つ

として、 ー ーリンク の 性と、そこに食・生活用品など 品があることで、も

う つのセーフテ ットになる。 
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の ビーバーリンク の  

 
ー ーリンクの効果は、食品・運 ・ の 効活用である。 

 提供者から いた 品は場合によって、個々の活動では い れない、 な食

が りないなどの課題が発生する。 
 同じ場 や で連 して するそれぞれの 活動のなかで、 ー ーリンク

としてシ することで、食品を 効活用し、 なく い ることができる。 
 ー ーリンクで ットワークすることで、運 力の 、 認 が 上し、

活動に 同する 業や団体の 力で 定の食品確保が可能となる。 
 各団体で負担していた、保管 用、 用、 等を ー ーリンクで連 す

ることで、食品を 効活用だけでなく、その も することができる。 
 

ー ーリンクの りは、セ ンドリーグ がこども食堂の運 を すること

からス ートし、行 や フード ンクとリンクすることで、それぞれの動きが の活動

も動かす力となった。提供者の理 を て、食品提供や運 といった で、 ー ーリ

ンクという集合体と、 力体 が したことにより、より多くのこども食堂や 活

動に食品提供・運 力の力が わり、 活動が活発になった。 
提供者にとっても、その では 用負担になっていた食品ロス、在庫品、 の課題

が、 ー ーリンクの連 により、 につながり、 ストの 、利用者の運

につながっている。 
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４ ー ー の れ 

 
提供者より いた 品の 報を ッ ングし、各 ー ーリンク や 活動に

り分けを行い、利用者に提供する。 
体 に、提供者より を けてから、どのような課題なのか、それをどうしていきた

いのかを い、 体 な行動を提 。それを実施するた のリスクを事前に い し、管理

体 を確認して実施する。その後どのような効果があったのか、実 し り りを行う。 
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【食品の ッ ングの 】 

食品の 報（常 ・冷 ・冷凍等保管状況）を確認 
期 から活動状況により活用 を 定 

引取り、 品、保管など 流を確保 
利用者に食品 報を し、 ッ ングを行う 
食品の 品後、利用者に引き しを行う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の ビーバーリンク 

 
 業が業務を行う上で である 流の つの を、 、 の を え

て えていかなけれ ならない。 
  
【 流の つの 】 

 
生  

（提供・ ） 
（食品ロス・ ） 

リ イクル（ 効活用）    が 業の課題 
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・ 流（提供・ ）では、 庫からフード ンク 、そこからこども食堂など

の利用者に食品等を ける課題を、 ー ーリンク では 流の から活用

でを提 し、個 から など、 ー に応じた ッ ングを実施する。 
・ 流では、 者（ 等）からの 用品や などを する課題 

に対しては、 食品ロス になる前に、活用方法や利用者とのつな 、 利用

で を実施。 となってし う場合は、引取り の 、 の

利用の提 や 活動のプラン ングを実施する。 
・リ イクル 流では、 者からの でリ イクル可能なものを する

課題を、 業との連 によりリ イクル品を 、 等により、 効利用の提

や 活動につな る。 
・ 果、その 業の特 を生かし提 をすることで、 に にもつな 、

や Ｄ の面でも 値を上 られる。 
 

の ビーバーリンク 

 
活動の 場でも、 流を前 の つの で見ていくと、 、 生 （保管・

品 管理・ 理）、 （ ・提供）がこども食堂等の 活動団体の運 課題となる。 
 

・ 流では、食品や 等を する課題を ー ーリンク ではそれぞれ

の に多 の食品を集 保管管理し、 なものを な分だけ、 な時に引

き しを目 に実施している。 
・生 流では、食品の管理、保管や引き取り、 理の場の確保が課題で、こども食堂

などの利用者は、 ー ーリンク にある 食品の保管ができることにより、活

動日に利用数を事前に計画し、 数に応じた食品を引き取り、 する分を

することが可能となる。 理場での状況などに応じて 生面 の きかけを当日

のボランテ ス ッフにも してもらうことも説明する。 
・ ・提供 流では、利用者に食品を ・提供を 定して実施するた に、活動

において、運 者が 全に食品を提供することに してもらえるよう活動団体

同 の 報 や運 にも応じる。 
 

るやかな ットワークと 体 により、それぞれの 自性を生かした活動 につ

ながる。 
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ビーバーリンク    

 
   ー ーリンク   場 ・グラン （ テ フ ） 

・ さみーる （プラス）、てらこみーる、 者 フ ここにわ、がん る 流

  
 ー ーリンク   場 さくらリ ング（青少 セン ー） 
・さくらリ ング（ 者 ート活動、 活動、 場 活動） 
 ー ーリンク 見  場 パルシステム 見セン ー 
・ の上こども食堂、特定 利活動法 な こども食堂、 とり 、 

す いるこども食堂 
 ー ーリンク らっと   場 らっとパル  
・ らっと 者 フ 、 活動 ートセン ー、 のお の間  

さ んどて、 こども  
 ー ーリンク   場 パルシステム セン ー 
・生活 事業 えあいの 、 くり 、 プロ クト、 

こども食堂 
 ー ーリンク   場 パルシステム セン ー 
・ こども食堂すくすく、よこすかなかながや、となりのれすとらん、 

もりのお の間、 こども食堂、 フード ンクプラス 
 ー ーリンク   場 みんなの 場 すた り 
・ ン イ・ パール る 、みんなの 場 すた り、 者 フ 、 

定時 、  
 ー ーリンク   場 パルシステム セン ー 
・ 法 おもいやり ンパ ー、がん る 流 、 っこりこども食堂、 

ートフ リ くすの  

 ー ーリンク 月  場 フード ンクかながわ  

・ 月こども ッ ン、 き き ッ ン 

 ー ーリンク   場 パルシステム セン ー 

・ ての 、 法 報 食品 セン ー、 法 フード ンク らつか、

こども食堂  

 

ビーバーリンク  

 

   生活 同 合パルシステム 食品 青果、常 品等、 備 冷凍・冷 ・常 

保管 庫（ 1 か ）、 、  

 野 食品 食等の食 、 等 
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 団法 フード ンクかながわ 常 品食品全  

 ステ ・フー ・ パン 等 

 備 品等 

 ッ ー 冷凍食品等 

 冷凍  

 用 庫 備 品  

 ール ングス 備 品 

 くらし 全 対 課 備 品 

 リン ール 備 品 

 テル・ ーグランド テ 等 

 行 食品、日用 等 

 冷凍食品 

 フ ス ー ス の課題と連 、備 品の 報提供 

 事 画運 、 業の 、 画  

 庫 者 での 備 品活用 

 用 庫 団体や 業の課題と連 等 

 ウト ットパーク イ イド 場提供、運 力等 

   業の 、 流 力等 

   食品 冷 菜品 

 

 

実  

 

 青果 定期 （月 ） 

 冷凍 定期 月 2  

冷凍品 、 イスクリーム、 フライ、 団 、 き、 ロッ 等 

 常 品 、 、パス 等 

 生活用品 こども 、 用品、ランドセル等 1  

 備 品 入りパン、 トルト やおかず、保存 2  

ッグ、 用トイ 等 1  

 スク、 品 2  

 ルドの冷食  

 その 、 き 等 
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マッチングシステムの概要

Ⅲ



Ⅲ．マッチングシステムの概要 
 

セ ンドリーグ よる、全 にあるフード ンク団体およ 生活 同 合に に

よる ン ートを実施し、フード ンク活動における課題を実施した。 
システム による、 ー ーリンクの食品 状況の 立 合い、フード ンク

かながわの 、 セ ンドリーグ 事務 の リングを実施。 
 

の ン  

・食 ー ーリンク での食品 報の流れに って 。 
・利用者 の引 し日が っており、提供された食品を、引 し日に けする。 
・冷凍・冷 ・青果など 数の の食品を取 う。 
・システム管理者が引 し可能な食品リストを提 し、食品利用者の希望を事前に き取る

機能を 。 と ず、システム管理者が引 し食品の確定数を する。 
・食品利用者で、引取り数を入力。 
・利用者は用 を 報入力時に登録。 数等変更した場合は変更できる報告 を作

し、報告作業の手間の を る。 
 
 
【フード ンク活動 ッ ングシステムイ ー 】 
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マッチングシステムイメージ図



２  

 
【管理者画面】 
・管理者画面から、管理者、提供者、利用者の 報、 管理を行う。 
・ 品、引取り場 の ス 管理を行う。 
・ 品の 報入力後、 ー ーリンクの 日（引 し場 ）と ける。 日は、

期間での 定が可能であり、期日が っていない引 しでも対応可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 品 覧】 
・ 品 覧画面では、 品の 品目 個数 量 提供方法 入日

などが確認できる。 は利用者に引 す際の状況を えて、 個 などの

を 定する。 定した で、希望数や引 し数が 定していくた 、 である。 
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【引き し 覧】 
・引 し 覧では、引 し場 （個々の ー ーリンク）に応じて、取り う食品を確認す 

ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

【引き し 報 確認・変更】 
・管理者は、利用者に引 す食品の数を事前に引き し数に入力する。 
・利用者が事前に入力した食品の用 ・希望数を え、引 し数を確定することができる

と同時に、どのように食品が われるのか、利用者の報告書提 の負担 を る。 
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【利用団体 引き し 品 覧】 
・利用団体は、自 が引き取る ー ーリンク の 日から、 取り可能な食品の

覧を閲覧することができる。 
・事前に、報告書提 の を た利用用 を する に、利用日・ 数・利用 な

どを 。 
・管理者が 分けた食品の数をもとに、引取りすることができる。数に変更が生じる場合が

あることから、実際に引き取った数を報告する を けている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 合 感】 

ッ ングシステムの実運用に け、改善や 入の が な機能 
・画面の 字の大きさ・ など見やすさ。確定ボ ンの などの操作の法 性 
・食品 報を効率 に入力管理できるよう での操作性の 実 
・通 機能、 ールでのお ら 機能の  
・取 量の ー ・ ック ップ機能 
・利用者 用の報告 の 実 
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■

サイト
マッチン
グサイト

事業者ログイン ・マッチングサイトへの事業者 ログイン
・管理者 ログイン

利用団体 ログイン ・マッチングサイトへの利用団体（ ） ログイン
・管理者 ログイン

ンテン ー ・マッチングサイトの ンテン の ー
事業者 寄付品の 登 ・寄付品の 登

・ の
寄付品の 報 ・寄付品の

・寄付品の
寄付品の ・登 の寄付品の （ ）

利用団体 マッチングイベント ・マッチングイベント （ ）

寄付品の ・ マッチングイベント 提供 寄付品の （
）

・ 寄付品 の 利用 （テ スト）の

・管理者 提供 後 の

寄付品の 報 ・寄付品の 報
寄付品の 登 ・ 寄付品の 報（ 利用 ） 登

・提供 の
・ 利用 登 場 （ ）

管理者
サイト

ログイン・ログ ト ・管理者サイトへのログイン ログ ト

管理者 カ ント登 ・ ・管理者 カ ントの登 ・ ・

の マスタ リ マスタ ・フードマッチングの リ の登 ・ ・
寄付品マスタ
管理

寄付品カテゴリ ・寄付品のカテゴリ の登 ・ ・

寄付品カテゴリ ・寄付品のカテゴリ の登 ・ ・
事業者管理 事業者 報の 登 ・事業者 報の 登

・事業者の カ ント 報の登
事業者 報の ・ ・登 事業者 報の

事業者 報の登 内容
・

・事業者 報の 登 内容の

利用団体管
理

利用者 報の 登 ・利用団体 報の 登
・利用団体の カ ント 報の登

利用者 報の ・ ・登 利用団体 報の

利用者 報の登 内容
・

・利用団体 報の 登 内容の

寄付品管理 寄付品の 登 ・寄付品 報の 登
・ リ 提供事業者 の

寄付品の ・登 寄付品 報の （
）

寄付品の登 内容の
・

・寄付品 報の 登 内容の

寄付品の ・寄付品の
イベント管理 イベントの 登 ・マッチングイベントの 登

イベントの ・ ・登 マッチングイベント 報の （
）

イベントの登 内容の
・

・マッチングイベント 報の 登 内容の

イベント寄付品 ・マッチングイベント 寄付品
イベント寄付品 ー ー ・利用団体 の ー ーリストの

・利用団体 の の 報 提供
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事 登 ・事業者 報
  登

・利用団体 報
  登

寄付品の登 ・寄付品登
  開

の確
し

情報の
新

確
の確 ・

更新
ン

の確
し

情報の
新

確
の確 ・

更新 ン

の

の

寄付品情報の 寄付品の

寄付品情報の
確

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報の 寄付品の

寄付品情報の照会

寄付品情報の確 寄付品の検索一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報の
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事 ー ー ・提供 の
  ー ー

・
  提供
  

イベント ・寄付品の

品 確
引き渡し一覧

寄付品情報の照会

品
ー ー

寄付品の一覧

寄付品の一覧
確

ン ン の 引き渡し
情報

引き渡し
寄付品

寄付品の一覧

センター

品の

引き渡し

引き渡しの

センター 移動し
引き渡し

引き渡し 品の
・ 更

ン ン

品一覧
品 ・

更新

品の引き渡し 品一覧

引き

品一覧引き渡し結果の確

の引き渡
し

確
引き渡し一覧

寄付品一覧

ー ー一覧
の

確
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

イベント開催後 ・提供事業者への報告

・寄付品のセンター間
  移動

寄付品の
引き渡し結果の確

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品の
センター間移動

寄付品の検索一覧

寄付品情報の
照会・更新
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マッチングシステム実証実験

Ⅳ



Ⅳ．マッチングシステム実証実験 
 

.実証実験  

 運用に けて、システムの 効性を確認する。 
 実際の食品の動きに合わ て、システムの効果 な 用状況を する。 
 食品ロス 、 入者の負担の 、利用者の報告負担の 等、システム 入に

よる取 量や団体・ スト・効率など変 を する。 
２.実  

・ ッ ングシステムで、取 い食品の 全性の担保、用 での流れが確認できるのか、

食品の数管理・引 数の確認ができるか する。 

・利用者が、引取り数や 用用 を報告しやすいかどうかも する。 

・実施場 取 い食品 覧 

・青果は、 の手 で行い、引き し数の確定を行う。 

 事前 入者（セ ンドリーグ ） 野菜セット として希望者 集 

 事前 利用者（こども食堂等） 野菜を希望するこども食堂がエントリー 

 事前 提供者（パルシステム ） 野菜が いた で品目・数を入力 

 事前 入者 品目 に り分け、利用者に連  

当日 り分けた数をもとに利用者が引取り  

 事後 利用者 引取数を入力することで数値数確定 
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.  

 ・実 実験 団体に対し、 説明、実 実験に しての 書 を 。 保

、場合によって当法 の 理入力を いただいた。 
 ・ ル とともに画面操作について、 ープル フトウ ・ 通にも同行

いただき、実施。 

 ・提供者、利用者にログインＩＤ・パスワードを 。 

 
４‐ .ビーバーリンクでの実証実験  

生 の セン ーに 品された青果の 品・ 品、利用者 の青果 での流れ

を実 実験で する。 ー ーリンク 見 に しては、冷凍食品の在庫も

実施した。提供者・ 入者・利用者のシステム入力の利 性や 効性を 。 
【実 実験】 
パルシステム の セン ーで実施している ー ーリンク か で、計 、実

実験を実施した。  
（ ） ー ーリンク  

・日  時 11 月 1 日（ ）1 時 1 時 分 

      12 月 11 日（ ）1 時 1 時 分 

・場  パルシステム セン ー 

・利用団体 11 月実施時 団体。12 月実施時 団体。  

ートフ リ くすの  

生活 事業 えあいの  

プロ クト 

くり （12 月実施分に ） 

  ・システム の取 い食品 11 月 青果 1 品目 21  

                12 月 青果 12 品目 2  

（ ） ー ーリンク 見 

・日  時 11 月 1 日（ ）1 時 1 時 分 

      12 月 1 日（ ）1 時 1 時 分 

・場  パルシステム 見セン ー 

・利用団体 団体 

の上こども食堂 

特定 利活動法 な こども食堂  

つるみ  

す いるこども食堂   

  ・システム の取 い食品 11 月 青果 12 品目 2 冷凍品 品目 1  

12 月 青果 11 品目 2 1 冷凍品 品目 2  
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（2）実施状況 

 ・各利用者が集う当日に、システムの流れとして、野菜セット希望をエントリーする方法を

説明。事前に野菜の数量が入力されている画面を確認しながら、実際に引取を行い、数の

入力方法を説明。 

・それぞれのＩＤ、パスワードより入力フォーム等を確認しながら、操作性についてその場

で対応。 

 ・11 月の運用で、利用者が入力後の課題が判明したが 12 月の実験で改善した。 

 ・野菜は全て引き取っていただき、冷凍品は希望数量のみ引取りされ、在庫は冷凍保管し、

食品ロスは発生しなかった。 

 ・12 月では事前登録された数量の在庫と誤差があり、利用者で実数を入力してもらった。 

 ・画面操作しながらの引取りには、多少時間がかかるが、各々のペースで引き取られた。 

 
４‐２.ビーバーリンクの実証実験で出された意見 

【提供者】 
（1）運用について 

・通常業務のなかで、入荷した青果の品目と個数管理をエクセルにて実施しており、入力

自体には大きな負担を感じない。 

（2）システムについて 

・エクセル表との連動、プルダウンの活用、いったん入力したものの上書き機能など、入

力作業の効率を期待する。 

【利用者】 

（1）運用について 
・画面を見ながら、食品を引取る作業は実施しにくい。事前にプリントして紙を見てやっ

てみようかなどの意見あり。 
・事前に引取り品目がわかるので、計画が立てやすくて良い。 
・引取り数が変わった場合も、その場ですぐに数値を変更でき、報告を忘れずに実施でき

ることが良い。 
・保存方法や利用の詳細など食品の詳細を閲覧できると良いのではないか。 
・夏場は特に、冷凍品の引取り量を事前に分かったら、量に応じてクーラーボックスなど

の準備が可能となるので良い。 
（2）システムについて 
・ログイン後の画面に、利用者名（こども食堂等登録した団体の名称が既に入っていると

よい。 
・数字が小さく見えにくい。 
・引取り予定数と同数で、引取り数がすでに入っており、そこから変更できると手間が省

ける。 
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・利用目 を する がプルダウンになっており、入力が だとよい。 
・ ンダーの い 、 覧の など、 イ ンで画面が り わる、 たは り

わらず らわしい。 
・ 目ではう くログインできなかった。画面の り えができなかったなど 。 
 
４‐ .実 た 意  

・事前の数量の り機能、 引取り数報告が できれ 、事務 在でも、利用者

のみの引取りで対応できる可能性が い。ただし、引取り団体間での運用の が

。 の け、 品数が った場合の対応など、当 たはリーダー での対応が

。 
・システムの入力負荷を らす が 。 
・既存のエクセルシートの流用や報告書 の 、自動集計機能、お ら 機能など、

に業務負荷 につながるシステム 入の が 。より 体 に をどの

改善するか、 をつけ対応する がある。 
 

‐ . の実証実験  

数個 に保管されている 備 品の引取り計画に対し、実 実験を実施した。

実 実験では、場 と対 を 定し、 ー ーリンク 品分の 備 品

を、 当する利用者に 分する流れを した。 
【実 実験】 
食品引き し実施している ー ーリンク で、実 実験を実施した。  
（ ） ー ーリンク  

・日  時 12 月 日（ ） 1 日（ ）1 時 1 時 分 

      12 月 11 日（ ）1 時 1 時 分 

・場  らっとパル  

・利用団体 団体 

のお の間 さ んどて 

活動 ートセン ー がさき 

定時   

  ・システム の取 い食品 備 品 品目 1 個 

（ ）実施状況 
・ 備 品 品目の数量をセ ンドリーグ で入力。 
・希望数を各団体に き取り、希望数 理入力。 
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‐２. の実証実験で出された意見 

【提供者】 
（ ）運用について 
・ 備 品の 流は、提供者から か 品される場合と、 数個 に保管されてい

るものを引き取る場合の パ ーンに分かれる。 は、引取り場 が 数個 、多

と 報のボリ ームが大きく、す てをシステムに入れ ことができなかったた

、 か ・当法 での 行入力という で対応した。 品を引取り場 に ける

ので、引取り場 が 数で 時 な場合の、入力負荷の が課題となった。 
（2）システムについて 
・ 品目 品目を、確定数と つける際、システム管理者で誤作業により、 報が

されてし った。 が効かず で 品目を けた。 
・引取り日が ラ ラな場合の連 や、実際との 合性を ける があるのか す

る。 
【利用者】 
（ ）運用方法・システムについて 
・希望数を 入力できず、 と で操作するので、大きな数を入れる場合は手間がかか

る。 
・保存した後、画面表 が特に変わらないので、保存できているのか、手 きが して

いるのかよく分からなかった。 
 

‐ .実 た 意  

・ 備 品の場合、前 したように提供者はすでに備 品のリスト管理をしており、

たにシステムに入力していただく負荷の が となる。 
・利用者にお ら 、事前集 、用 報告といった 連の流れの により実運用の可

能性が がると われる。 
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成果と課題

Ⅴ



Ⅴ．成果と課題 
 

.実証実験  

 

・ 説明、ＩＤ・パスワードの 、作業 の など、事前準備に 定 上の時間

が であることが分かった。 た、パ ンやス ートフォンの操作が となるこ

とから、提供者に できる 性か、利用者の個 の 能に る場合が てくる。操

作や入力を負荷と わずに対応いただける場合と しい場合があり、 入では、

の時間を 分にとる がある。 

・実際の食品流通の流れをシステムに ることが前提であるが、 ー ーリンクで実施

した ースでは、 定通りの作業手 が確認できた。しかし、 の 備 品の引

しのような、個々に状況が う場合、 期間で 機応変に対応しなけれ ならず、 流

の量やス ードによっては、 者 の連 機能がないこと、入力の作業効率などに課

題が った。 

・パンや などの日 品の食品流通の対応について実 実験を引き き実施する。

は、期間 で み立てることができなかったた 、計画を立て実 実験を行う。 

・ 報発 として、 の ッセン ーの活用や、エクセル表計 など既存に 用して

いるものをリンクするなど、 ッ ングシステムで実施する 分の 理が である。 

・実運用に けて、 も えて、どの 分の作業効率改善を するのか、

と合わ て し、 をつけて する がある。 

 

２. ン  

 

利用品の 効活用をすす るには、 ッ ングシステムの入力作業の 、操作の

が である。 た、 報の を るた のお ら 機能や、自動 分け機

能など したい 目である。 運用するた の ストを え、システム できる

について確認が となる。 の ッ ングシステムの 、実 実験では、

や集計を ーでき れておらず、課題として った。 

  ッ ングシステムを 入することによって られる効率 とシステム運用の 管

理 の ランスを え、実運用につな ていく がある。 
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アンケート報告

Ⅵ



 

フードバンク活動マッチング支援システム アンケート（フードバンク版） 

結果報告書 
 

【目 】全 各 で活動されているフード ンク団体の活動の状況や課題を い、 通する 目から ッ ン
グシステムを する上で、 な 報や運用のた の 望等を する。個 の課題や、 特性の 題な
どから、 用性のあるシステム作りに できるよう、全 各 のフード ンク団体に ン ートを し、

に 力をいただいた。 
【実施期間】2020 10 月 1 日 10 月 31 日 
【実施方法】 入力方  
【 団体】特定 利活動法 セ ンドリーグ  
【対 者・ 】 省食 業 イ ス 課を通じて を実施 

フード ンク団体 120  
【 数】全 30 （ により が い場合もあり） 
【 事 】 
  ン ートでは に、 事 は の通り 

取 い食品の  
フード ンク団体から見た 状の活動上の課題 

(1)配送経費 (2)マッチング状況 (3)保管 (4)資金 (5)在庫管理 (6)管理・報告 (7)その他 (8)課題 
フード ンク団体から見た、利用者（食品の提供 ）からの 望 

 (1)食品保存 (2)食品の種類 (3)配送方法 (4)食品受取量  
利用しているシステムについて 
システム の  
システムに な 報 
システムで する 準 

【 団体名（全 30 団体）】  
団体名 

1 【北海道】 特定非営利活動法人札幌市福祉生活支援センターフードバンク札幌 

2 【岩手県】 特定非営利活動法人 フードバンク岩手 

3 【宮城県】 NPO 法人 いのちのパン 

4 【宮城県】 特手非営利活動法人ふうどばんく東北 AGAIN 

5 【群馬県】 フードバンク桐生 

6 【群馬県】 一般社団法人中央ライフ・サポートセンター 

7 【茨木県】 フードバンク茨城 

8 【埼玉県】 NPO 法人フードバンク埼玉 

9 【埼玉県】 フードバンクいるま 

10 【埼玉県】 一般社団法人彩の国子ども・若者支援ネットワーク 

11 【埼玉県】 社会福祉法人 和光市社会福祉協議会 和光市くらし・仕事相談センター すたんど・あっぷ和光 

12 【千葉県】 フードバンクちば 

13 【千葉県】 フードバンクふなばし 

14 【東京都】 フードバンク TAMA 

15 【東京都】 フードバンク立川 

16 【東京都】 フードバンク八王子 

17 【東京都】 フードバンク狛江 

18 【東京都】 フードバンクいたばし 

19 【愛知県】 フードバンクのわみ 

20 【石川県】 NPO 法人フードバンク小松 

21 【福井県】 フードバンクふくい 

22 【福井県】 アースファムふくい 

23 【三重県】 フードバンク ISE 

24 【岡山県】 フードバンク アリス 

25 【岡山県】 順正デリシャスフードキッズクラブ 

26 【鳥取県】 フードバンクとっとり 

27 【熊本県】 フードバンク熊本 

28 【鹿児島県】 フードバンクお助けマン霧島 

29 【鹿児島県】 特定非営利活動法人フードバンクかごしま 

30 【鹿児島県】 フードバンクてしおて 
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【質問１】 貴団体で取り扱っている食品の形態を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【質問 2-1】 貴団体の課題を教えてください。 

（１）配送について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 取 を しているもの】 
日用 青果は を く 菜

お 紙 ム スク  

がかかる がかかる できる  の  その   
 
 
 

 
 

では、 面 、 が 上。 確保、 も 1 上。 

 

0%

20%

40%

その

31%
24%

17%
14% 14%

常 品 冷 品 冷凍品 青果 その  
た、 後取り いを しているものを 入 さい 

 

 
 

フード ンクで取 っている食品 は常 品は す ての団体で取 われているのに対し、 備が

な冷 品、冷凍品、青果などは だ である。 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

常 品 冷 品 冷凍品 青果 その

100% 59% 59% 72% 18%

 【 取 を しているもの】 
日用 青果は を く 菜

お 紙 ム スク  

後
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【質問 2-2】 貴団体の課題を教えてください。 

（ ） について 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【質問 2- 】 貴団体の課題を教えてください。 

（ ） について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引取り の に時間がかかる での期日が い その   
 
 
 

 
 

ッ ングでは、引取 の が である。 ー と 入れの ランスがとれないことから、自 で
食品を 入している場合もある。 

0%

20%

40%

60%

80%

引取 時間 その

4%

0%

3 %

【その 】 
・行 を通した個 のた 、利

用 の生活 が間 にし

か分からない 
・ からの 等で食品を集 て

いるが、 した時には かけ

てもすぐは集 らないた 、食品

を 入することが時々ある 

庫 がかかる 冷 庫が  冷凍庫が  その  
 
 

 
 

保管 庫 、冷 庫、冷凍庫の課題が同 率となっている。 

0%

20%

40%

庫 冷 庫 冷凍庫 その

28% 28%
24%

20%
【その 】 
・冷 庫は 用が 2  
・冷凍は わない 
・冷凍冷 庫は の し がある

が、 時に品 を保つた の保

冷 の が しい 
・ 庫はあるが け入れの 大は場

が いので ない 
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【質問 2- 】 について 

（ ） 体 に教えてください。（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【質問 2- 】 貴団体の課題を教えてください。 

（ ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

では、 ・ 、 の事業からの があるが、 性 な 、 備 、

、そして 手 の さ等、多数の課題がある。活動を 大すれ する ど 、活動

者の個 負担も える。 

・ 、 庫 全て 事業からの 入れで う。事業を 大する ど の事業を 。 
・ 立して 2 目の の が集 って たフード ンクで が しい。 
・ をいくつかいただいたり、 や で運 している。 
・ しい 利用食品があっても はフード ンク負担が多く、 が くて フ ーできない。 
・ にも があり、 入 に っているがこれも に があり す。 
・ 法 として活動しているフード ンクであるた 、 法 と取引がある 業等からの を

っている。こどもの を の目 とし、 ランスよい食事を提供する から、 法 とし
て食品の 入も行っているた 、 も 定あるので、そこを できるようにしたい。 

・ 月 月 では い の で、 、 リン 等 できたが、 予 がない
、ス ッフ各個 の負担で行っているた 、活動すれ する ど負担が える。 

・ く、 や 業に けて活動するた には、パート イム な事務 の確保、 た活動を
る に冷 庫の確保など、 はあるが、 。 

・ 性 。 なども書 手 きが す るので大変。 
・ 、 、 庫 の 。 
・ が集 らない。 
・ 用や ボランテ の を行うには の があり、大きな課題。 
・ 在は ・ でやりくりしてい す。 
・運 は特に としていないが、大 冷凍庫・冷 庫が しい。 
・ を うだけの がない。 
・ 在 間 1 の事業 だが 2 あれ 定 な活動が行える。 
・食品については、 から で 入。それ の などは では特に かっていない。 

期 の管理が負担 取数と利用数があわない 管理する の  その  
 

 
 

在庫管理では、 上が 期 の管理について課題を感じている。 

0%

20%

40%

60%

期 取数 その

44%

9%

30%

17%
【その 】 
・あ りにも期 が す るものがあ

り、 て 間 どの が し

い。3 日 しかないものもある。 
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【質問 2- 】 貴団体の課題を教えてください。 

（ ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【質問 2- 】 の   

 
その 課題について、 はあり んでした。 

 
 
 
 

【質問 2- 】 の くに 課題 の で 。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利用団体の 用用 の確認 食品提供事業者 の報告 
 

 
 

利用団体の 用用 を確認することに課題を感じているのは 。食品提供事業者 の 果報
告をすることに負担を感じているのも を える。 

0%

20%

40%

60%

利用団体の 用用 事業者 報告

52% 48%

【その 】 
・ 法 を目 している 
・食 が集 らない 
・食品 連事業者 の 書等、

られるものが であるた 、
書 作 が わしい。 

・後 者の  
・行 との 力 は、 。 
・お 状の作  
・ 間の差分を るた の や

方を たいだフード ンク団体間の
食品の 通 

 

 
 
 

上 の で の課題と感じているのは 面 であり、 を えている。 

0%

20%

40%

60%

15% 11% 11%

58%

5%

- 30 - - 31 -



【質問 】 団体 の て でに い

教えて さい。 

（１）食品の 態についての  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）食品の についての  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

常 品 冷 品 冷凍品 青果 その  
 

 
 

提供 からは常 、冷 、冷凍、青果などの にかかわらず全 に常に 2 上の 望がある。 
ー からの意見・ 望は多い。 

 

0%

20%

40%

60%

常 品 冷 品 冷凍品 青果 その

29%

17% 21% 25%

8% 【その 】 
・ の品 管理 

生 食品  
食品  

その 体 な品名 
 

 
 

生 食品の 望が い。 

0%

20%

40%

60%

生 食品 食品 その

50%

3 %

14%

【その 】 
・すぐ食 られる トルト なも

の 
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（ ）配送 についての  

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ ） 取る ので る食品の についての  

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提供 による引取りが多い  
が多い   

その についての 望 
 

 
 

方法は、提供 が引取りにくることが多い。 

0%

20%

40%

60%

引取りが多い が多い その 意見 望

58%

25%
17%

【その 】 
・引取りに られない の が

 

ける量が している 
保存状 について 
その  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その  

 
 

ける量 についての意見が多い。 
 

0%

20%

40%

60%

量の 保存状 その

50%

21%
29%

【その 】 
・小さい団体なのであ り多い量

は に 取れない 
・ によって に 等に

が くことがある 
・冷 品に対する 望が多い 
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【質問 】 貴団体で でに ている について教えて さい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質問 - 】 の を っ を で 。貴団体の

に ての を教えて さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在庫管理業務 
庫管理業務 

利用団体 の ッ ング 
その  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その  
 

 
 

在庫管理、 庫管理システムはすでに多くで われているが、 ッ ングシステムは だ 入が んで

いない。

0%

20%

40%

60%
37% 33%

17%
13%

【その 】 
・ ・利用者の生活状況の管理

、 業者の システム
の けシステム 

・ 品の 量 
・パ ンのエクセルなどで管理

しているのみ 

食品 連事業者、利用団体が 登録し、システム上で食品 報・利用 を確認できるシステム 
食品 連事業者 たは 団体が、提供食品 報を ー 入力できる 
利用団体が提供食品の 報を閲覧し、希望数を入力できる 

 

 
 

登録をしてシステム上で食品 報・利用 を確認できること。同 のシステム上で食品 連業者

が提供食品 報を入力して、それを利用団体が閲覧し、希望数を入力できること の期待がある。 

0%

20%

40%

1 2 3 4 5
5% 14% 29% 14% 38%
5% 19% 5% 29% 42%
5% 19% 19% 19% 38%

登録、提供 報や利

用 報の登録 

提供食品詳細 報の入力 

希望数の入力 

い        良い 
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【質問 - 】 の を っ を で 。貴団体の

に ての を教えて さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【質問 】 を に り で る

を教えて さい（ ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量の確定機能の 性【 パ ーン】 希望数を入力した際に で確定。 
数量の確定機能の 性【 パ ーン】 システム管理者が数量を確定する機能。 
引 し当日に引取った数量を各利用団体が報告。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ッ ングの確定機能については、 に希望数を確定さ る機能も、システム管理者が数量を確定
する機能のど らも が い。利用団体が引取った数量を入力する機能も が い。 

0%

20%

40%

1 2 3 4 5
10% 19% 37% 5% 29%
5% 10% 29% 24% 32%
0% 10% 24% 29% 37%

で確定 

管理者が数量を確定 

数量報告 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に、 ール機能の 、利用者個 の 報入力、 なフォー ットが期待される。 た、フード ン

ク活動団体において、システム利用 の負担は しく、 システムの 入の となっている。 

・食品の在庫量・ 期 ・ け入れ数量・提供数量を 合 に管理するシステム。 
・ト リテ ーシステムの 。 
・ は ールでのやりとりですが、フォー ットに 入して 業に できるようなシステムが れ ス

ムー に行くように い す。 
・ 品名など多数の時に 常に手間がかかる。 
・通 イトみたいな感じのフォー ットがあれ よいと い す。 
・ボランテ だけでは活動に があり す。 在 1 の集荷・ には 1 1,000 を い、

してい す。理事さんは で いて いてい す。 
・利用 の生活状況の 在庫管理、 期 管理。 
・利用団体の 性や食品リストが にわからないようにすること（シ ル ー等）。 
・食品 連事業者とフード ンク団体がシステム上だけの ッ ングになってし うことは、 なる

（食品）のやり取りだけになりか ない。 、団体の理 や活動 などを食品事業者 に 分に理

してもらい いに を いたの に食品のやり取り、 たは活動 提供 ていくのが

可能なフード ンクのあり方だと えるので、 ッ ング イト りになってし うと個 に 業

対して自団体の特性や活動理 を えにくく、その にある 業との業務提 や活動 提供に が

。 た、 ッ ング イトを することは 業に対して食品ロスの ではなく、フード ンク

を 合の良い として ストの と け られる可能性があるので、それを ぐ らかの

対応がシステム上で であると う。 
・システムの 。 
・ について、利用団体が報告ではなく、提供団体が提供食品の明細を した方がよいと う。 
・入荷と 荷の管理。 
・ 負担なしでの提供を希望し す。システム運 の がかかるので 入したくない。 
・ある 対 となる し を し、 ら き にならないようにする。 
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【質問 】 の を 貴団体 に る 

る を教えて さい。 
ラン ング ストを する 

 
 

 

業務負担の を する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 い食品の を する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム 入にあたっては、ラン ング スト、 ストパフォー ンス、取 食品の など多 な効果

が見 れることが前提となる。 

 

0%

20%

40%

60%

1 2 3 4 5

0% 0%

43%

10%

47%

0%

20%

40%

60%

1 2 3 4 5

0% 4%

48%

0%

48%

の場合、 入 希望は ロ 

63
%

0%

37
%

A の場合は利用を
B の場合

     の際の      

【 】・・・ ど できたら

ー ードでパ ン管理できたらい

い パ ンのできないス ッフが多い

た 事務量はあ り変わらないので

はと 在入 庫は手書きで 数と

ログラムで 入している 提供団体か

らは ールで が て、希望数を入力

し け取っている。入力作業などが負担

の を希望 フード ン

クを インにして事業を行なわず の

ー として事業を行っているの

で、どのくらいの業務がシステムで負担

になるかは分からない。 

業務負担がどの できると良いですか 

0%

20%

40%

60%

1 2 3 4 5

5%
0%

52%

19%
24%

     の際の      

【 】・・・ 
・全く りていない。 
・ すれ する 希望者が多くなり す。

や ルク、 ーフードなどが に
している。 

・同 な食品が するより、 等、 食と
なるものが利用団体に見合った す
ると が かる。 
・ が少ないので が えることと、希
望する食品を ると良い。 
・ 、 ルフ 、 トルト食品、 等の
取 量が 在の を希望 
・ 者 の提供 としては常に 定に食

品がある状 が望 しいが、 などに

っているた 、食品の が しい状況。 

取 い食品がどの すると良いですか 

     の際の      
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その の 準 

 

 
 

・わかりやすく、だれでもできる。 
・ 。 
・名だけや活動実 のないフード ンク団体が利用できない み。 
・ のフード ンク団体がシステム利用に う事 やトラ ルが発生した場合（ 業との を 

うような事 ）に、自団体にその が全く ない み。 
・特にフードドライ を行っている団体とは じり合うのは けたい。 利なシステムを 発されること 

を してい す。全ての自 体にフード ンク団体が です。 
・ に全てのスーパーや食品 にフード ンクに する法 ができると良い。 
・ どもの場合、 量 の運 が 大の負担となっている。 
・システムの を感じない。 
・引取り団体との をフード ンクが担うには事務負担が多す る。 
・ 登録数パート やボランテ でも操作可能なやさしいものをお いし す。 
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ー バンク ン  ン ー  

果報告 
 
 

【目 】フード ンク活動に 力・ 、 た実際に運 している全 の生 の状況と課題を う。生活 同
合ならではの 意 や だけでなく、実際の取 みや運 で改善できる 目等から、 間

として 効性のあるフード ンク活動 ッ ング システム を し ン ートを実施。 
 
【実施期間】2 2 11 月 1 日 12 月 1 日 
【実施方法】 での ン ート 
【 団体】特定 利活動法 セ ンドリーグ  
【対 者・ 】日 生活 同 合連合 を通じて全 生 を実施 
【 数】全  
【 事 】 
  ン ートの 事 は の通り 

生 として取り んでいる くらし課題（ に ） の取  
くらし課題（ に ） を取り んだことによる状況の変  

提供している食品の およ その量 
提供にあたり、利用団体（こども食堂等）からの 望の の 方と、対応  
食品提供にあたっての課題。 
利用団体との 書の 。  
フード ンク活動を運 ・ する場合の課題 
すでに われているシステム 

しい ッ ングシステムを活用する場合の  
・食品提供者の登録 
・利用団体の登録 
・提供食品 報の登録 保管場 、引 、 ル ン表 、 期 など  
・食品提供 報の閲覧と希望数の入力 
・引取り 果報告の 入力と、活用状況の  
・ しい ッ ングシステムを利用したいと う場合の、 準 

 
【 団体名】 
   団体名     団体名 

1  生活 同 合 ープさっ   21 大  大 よどがわ 生活 同 合 

2 手  手 生活 同 合連合   22 大  大 いずみ 生活 同 合 

  みや 生   2  大  生活 同 合おおさかパル ープ 

  みや 生活 同 合  2  庫  生活 同 合 ープこう  

  生活 同 合 ・ とや   2   生 し  

  生活 同 合 ープぐん   2  取  取 生  

  と ープ生活 同 合  2   生活 同 合 ープや ぐ  

  生活 同 合パルシステム   2   とくし  

  生活クラ 生活 同 合  2   こう 生  

1   生活 同 合    ープえ  

11  生活クラ 生活 同 合  1  エフ ープ 

12  ープ リ連合   2  エフ ープ生活 同 合 

1   生活 同 合パルシステム    大分  生活 同 合 ープおおいた 

1   生活 同 合 ープみらい   大分  生活 同 合 ープおおいた 

1   生活 同 合パルシステム    大分  グリーン ープ生 おおいた 

1   生活 同 合パルシステム     生活 同 合く もと 

1   生活 同 合 ープにいがた    グリーン ープ生 （ ） 

1   生活 同 合 ・ とや     生活 同 合ララ ープ 

1  良  生活 同 合なら ープ    ープおきなわ 

2   生活 同 合     
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【質問１】 貴 取り ている く 課題（ に ） に る 
取 について教えて さい。（ ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質問 2】 く 課題（ に ） で 体 に て る のに を
つ てください。（ ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こども食堂 食堂 などを運 している 
こども食堂 食堂 などを運 している団体を している 

・生活 の 等、 面での をしている 
・ 等、 品面での をしている 

その  
 
 
 

 
 
 

生 は の こども食堂 食堂 等実運 よりも運 団体を している ースが多い。 

 

0%

20%

40%

60%

8%

49%

7%
14%

22%

【その 】 
団法  フード ンク

の運 を通じたフード ンク団体

の 業 を運 している団体

を 事業連合として ープフード

ンクを運 フード ンク

を と に立 上 、場 の提供

（ ）とス ッフを 食 を

フードドライ を実施 ・

合 施 でのフードドライ 活動、

くらし課題の と ・発

リ イクル活動の （ に

） 合 さんから提供された食品

のフード ンク の (常 品に

る) 時のフードドライ を実施

フード ンク活動団体 の （食

品 、フードドライ ） 

食品提供 庫や 理スペースなど場 の提供 ボランテ  提供 その  

 

 
 

は食品提供が 多いが、 庫や 理スペースなどの場 や の提供も 合を ている。 

 

0%

20%

40%

60%
45%

21%

%

22%

%

【その 】 

・ での ットワーク

を と 同で取り み 品

セン ーの 力を て食品 生

に する 発動画を作 し した

り、こども食堂で 実験を行った

り、みそ くり など、食

活動 も 力している。 食 提供

場 の し し 食品提供は取引

にも 力を し、生 の など

事業 を け し場 として提供。 
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【質問 】 貴 く 課題（ に ） の課題を取 に 

る の り 教えてください。（ ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はこども食堂等を運 団体 食品提供 を実施されている生 に き した。 
【質問 】 貴 さ ている食品の形態を教えてください。（ ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 の ットワークを通じて、行 や とのつながりが え、フード ンク団体やこども食堂運 団

体等とのつながりが がりをみ ている。 

フード ンク が 業の となり 業 と食品 を担い、フード ンク団体は利用

者 のフォローに、もっと力を入れられる となった を通じた 報により、 合 よりお手

い希望の い合わ が 数あった 合 、 の生活 の 性に対する理 が っ

た 計 事業 に けた 合 合意 くりの で、 合 どうしでの 生 とは か の

がすす られこと 行 からの事業 など行 や 連団体との連 が った （ のフー

ドパントリー で）こども食堂運 者の が見えるようになり、リ クシ ンも感じられるように

なった の ットワークが がった 行 や とのつながりが くなった 団体と

のつながりができ、生 の 合 大に ついた こども食堂等と 同の取り みから、行 の

との連 や ットワークの と んでいる の ープの の り。自 体

での 課題や取り みの 。 による の認 と 合 の

の理 の り フード ンク団体を通じて管理期 れ 品や 品 品を提供 した

ロ ウイルスの により すぐに食品が になった生活 者の方に食品提供を行った （生

に）フード ンクボックスを常 した フードドライ の活動を通じ、食品ロス というテー

の 発活動につながった 生 に対する の理 の がり フード ンク の食品 は

合 さんに認 されて、 々 利用団体とのつながりができ、よりリ ルな活動状況を しや

すくなったた 、より利用団体に り った を えることができるようになった 生活クラ

エッ ロこども を し、 でこどもや て の を で行う団体の活動や事業

を対 に を ・ 流 として食品の運 ・ ・ ッ ングを担って しいとの

期待が、 団体やこども食堂運 団体から られている 生活 者等に対する食 に

する 定書 を 団法 、 、生 く もとの 者で を行い した をはじ

とするこどもの 題を える機 が えたこと。 合でフードドライ を する意 が、 食品

ロスの だけでなくその の っているこども に けられる、活用されること の理 が

がった 

常 品、 冷 品、 冷凍品、 青果 

 

 
 

生 の取 い 品は、常 品についで青果が多い。 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

常 品 冷 品 冷凍品 青果

100%

43%
33%

0%

【その 】 

パルシステムの 生活

や大 で できなくな

り、 品 いとなった 同 入 品

お つ、 トイ ットペーパ

ーやテ ッシ 、 などの 用

品全 生活 品 常 品に み

すが 。紙お つ

、日用品など ッ ン 品

や生活 なし 青果に して

は、取引 に 力を し、生 の

など事業 を け し場 とし

て提供 
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【質問 】 貴 で取扱 食品 の の を教えてください。 
（ ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食品の取 量は多いとこ で 間 トンを える。 

・ フード ンク を通じて 団体 1 トン（2 2 上期） 

・ 青果提供は、月 1 12 、 は 間 2 で 

・ 間 2  

・ 間 2  

・ で 間 当 

・ 2 1 ープフード ンク のみや 生 からの提供量 2 トン 

・ フードドライ を 月実施し、フード ンク 団体に 力してい す。フードドライ 2 1

実  1 2  

・ 月 トン 2 1 実  

・ 間 トン（2 1 実 ） 

・ 2 1 はお 1 、青果 2 、フードドライ 11 22  

・ 間  

・ 1  2  紙お つ 1 パック。その 、 ・ 合 施 とに対応 

・ ロ 

・ 量は できてい んが、2 1 は にして 間 1 ど 

・ 2 2 1  

・ 2 1 実  品（1 2 トン） 

・ 2  

・ 月間 ロ 、フードドライ 時 2 2 は 1  

・ 月に 1 分（1 ） 

・ 2 1 は 1 ・2 1  

・ 1 団体 1 分の 品 供 2 団体、 1 をフード ンク 団体に提供、 時

として 1団体 分の 品をフード ンク 団体に提供。 

・ 2 1 実 1 2 （ 品） 

・ 2 1 実   2 2 月 11 月実   

・ 時の入荷 れによる 品 品の提供 個。 ロ による 時 時と、シング

ル ー の常 品提供 個 

・ 間 1  

・ 生 より 常 品およ 日 感品なども 1 （月あたり）・取引 より 1

（月あたり） 

・ 野菜 1 （月あたり） 

・ 間で 間 1 を見 （2 2 ） 
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【質問 】 食品 に り 団体（ 食 食 ）の を 
の に の てい 。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質問 】 貴 食品 を るに り 課題 教えてくだ 
さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事前に希望は いていない。 品が た で団体に する。 
事前に希望を いているが、希望の でない食品でも、団体に 

する。 
希望を き、希望の食品を提供している。 

 
 

 
 
 

食品提供は利用団体の 望を くよりも、 品が てから利用団体に する ースが である。 

0%

20%

40%

60%

80%
54%

23% 23%

【その 】フード ンク 団体に 力し

て、フードドライ を 月実施してい

す。 こども食堂運 者には いて

はおらず、 団体とやりとりしてい

す 流セン ーに取りに ていただ

き、 なものを って ってもらって

いる 上 つ、さ なパ ーン事

を て提供を実 してい す 希望は

いてい ん。集品セン ーで発生す

る 品を 提供してい す フード

ンク の提供のた 、利用団体からの

望を いているわけではない は

事前に 数を き取っている 各こど

も食堂の 望を き、取引 にも 力を

し、 可能な で対応いただいて

い す 

 利用団体 の連 ・希望数の など食品の ッ ング 
 在庫の管理 
 引 しに する負担 など 用・ など  
 食品に するトラ ルの 、食 、 期間 れ食品の流通など  
 利用団体からの活用報告 
 その  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

食品提供での課題は ッ ング、在庫管理、 用、リスク管理、報告業務など全 にわたる。 

0%

20%

40%

60%

22%
13%

17% 15%
9%

24%

【その 】 
フード ンク団体を通じているの

で、利用団体とは やり取りし

ていない 保管場 の確保（

で保管しているが、 同 入の

量が えて に がなくなっ

てきている） から だ食品

としては 立する 品の提供は

できていない 食品提供の

ン ランス 合 の 報

のみならず、 業や 場から

も集 られる ットワーク くり

前 の提供があるが常

で保存していた場合は が いて

いることがある 
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【質問 】 食品 に り 団体 食品 に る を
にて取り てい  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
【質問 】 団体 食品 に る を取り  

ている り  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 取り わしている 
 取り わしていない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

0%

20%

40%

60%

80%

取り わしている 取り わしていない

7%

33%

  
 面  
 食品の利用状況など報告 務 
 実施していない 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

書などを取り わす際、 、面 、報告 務などを が実施。 

0%

20%

40% 2 % 28% 32%

14%
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1 12 は、フード ンク活動を行っている団体 けの に いただき した。 

【質問 1 】 貴 を る の課題を教えて 
ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食品提供の課題としては、 の 、 、 
在庫管理の が い 

1  について 

 1 がかかる 

 2 できる  

  の  

  その  

 

 

8%

38%

8%

4 %

0%
20%
40%
60%

1 2 3 4

2  ッ ングについて 

 1 引取り の に時間がかかる 

 2 での期日が い 

  その  

  

 

 

29%
14%

57%

0%
20%
40%
60%

1 2 3

 保管について 

 1 庫 がかかる 

 2 冷 庫が  

  冷凍庫が  

  その  

 

 

27%
9%

18%

4 %

0%
20%
40%
60%

1 2 3 4

 について（自 ） 

 

 

 

と 。 業からの
。フード ンク団体 の 事業もおこ

なっている 2 1 ー ー
・ （ ）、事業連合 生

からの分担 （1 ） 合計 2 1
合 からの応 を実施

団体が え、 等な （ ）の り
りが になっている 生 の事業とする
か、生 の 合 活動とするか、法 す
るか。 品管理や ッ ング業務にかかる

を、運 に てられたら、各生
は 常に かると い す 

 在庫管理 

 1 期 の管理が負担 

 2 取数と利用数があわない 

  管理する の  

  その  

 

 

33%
25% 25%

17%

0%
20%
40%
60%

1 2 3 4

 用 ・報告 

 1 利用団体の 用用 の確認 

 2 食品提供事業者 の報告 

2%
38%

0%
20%
40%
60%
80%

1 2

 その  

  し 

 特に 課題と うのはどれですか 

  

27%

9%
0%

27% 37%

0% 0%
0%

20%

40%
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【質問 11】 食品 に り 貴 で でに ている  
り 教えて さい。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【質問 12】 貴 で い を る ての を教えて さい。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 在庫管理業務 
 庫管理業務 
 利用団体 の ッ ング 
 その  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

既存のシステムを利用している生 は 団体ある。 ッ ングシステムはない。 

0%
20%
40%
60%
80%

20% 20%
0%

0%

【その 】 

2 2 に の予 で 発した フード

ンク システム の 用運 流セン

ーの システムを流用してい す。 

 
食品提供者として
の登録ができる 

・セ リテ が保 さ
れている・個々の団体と
食品提供に する 書
が となる。・ で
あるた フード ンクの

を各団体が理 して
いる ・ が られる 

 
 
 
 
 
 
 

利用者の 報を確認
できる 

・セ リテ が保 され
ている。・ であるた

フード ンクの を
各団体が理 している  
・ が られる 

 

提供食品 報を ー
入力できる 

・保管場 、引 、
ル ン表 や 期間

など 目が って
いるた 確認 れがな
い。・ 報発 の業務  

 

提供した食品の利用
利用団体が提供食

品の 報を閲覧し、
希望数を入力できる 

・食品の ッ ング業務
 

 

利用団体の活用報告
を閲覧できる 

・食品活用の状況 が可
能となる 

 

 
提供者登録、利用者登録、食品 報入力、 ッ ング、活用報告は全 に期待 が い。 

9% 9%
32% 32%

18%

0%
20%
40%
60%

1（ い） 2 3 4 5( い)

14% 14%
33% 29%

10%
0%

20%
40%
60%

1（ い） 2 3 4 5( い)

5% 5%
37% 29% 24%

0%
20%
40%
60%

1（ い） 2 3 4 5( い)

10% 10%
37% 24% 19%

0%
20%
40%
60%

1（ い） 2 3 4 5( い)

10% 10%
29% 32% 19%

0%
20%
40%

1（ い） 2 3 4 5( い)

（ い）            （ い） 
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【質問 1 】 に っ さ る
の を教えて さい。 

 
 

  

ラン ング スト 

 
（ い い） 

 
 
 
 
 
 
 

 

であれ 利用 

 

でも利用する 

 

業務負担の  
 

（ い い） 

 

取 い食品の  
 

（ い い） 

 

その 準 （ い い） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【業務負担の について】 
用者の対 で なるが 団体や 者が利用する場合はシステム利用の をしっかりしな

いと大変 フード ンクの な運用は行わないが、 する場合に上 の みは大変 れる
と える。行 との連 で、活用ができたらよい ス 等の で ード み取り 品 報
表 その 期 などの ー を入力する（もしくは する ） ー 、など、
み作業と 品管理をスムー にしたい。 提供された 品の 分け業務が されるとよい。 

【取 い食品の について】 
生 もの、冷 、冷凍ものがあると良いが、保管 の課題がある。 期 が、2 月 上ある
食品を しているた 、1 月の食品も できるようになるとよい。 ース での は
け入れられるが、個 品 との 分けは 量が えると対応できない。 

【その 】 
在、フードドライ に提供のあった食品は、フード ンク団体に全て してもらう みで運用
。フード ンク活動の運 や、食品の ッ ング では てい ん。 可能な事業運 の方
は、 によって なると い すので、生 が運 する 法 や の か、生 が連 ・

定 等で ついた団体でも システムが利用可能であって しい。 

4% 8%

28% 24%
3 %

0%
20%
40%

1（ い） 2 3 4 5( い)

42%

8%

50%

0%

20%

40%

60%

A の場合 B の場合

9% 9%

3 % 32%
14%

0%
20%
40%

1（ い） 2 3 4 5( い)

4% 9%

30% 30% 27%

0%
20%
40%

1（ い） 2 3 4 5( い)

17% 8%

59%

8% 8%

0%
20%
40%
60%

1（ い） 2 3 4 5( い)
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寄　稿
フードバンク活動マッチング支援システムについて

Ⅶ



【寄稿】 
フード ンク活動 ッ ング システムについて 

 

団法 フード ンクかながわ 

事務    

 

 フード ンクかながわの 在の取 い食品は、常 で保存が可能なもの（ 場のみ ）

で、取 量は事業 目（2 1 ）が （2 ）、 目が （2

）、 目の は、 計 1 （ ）と に してい す。 

 食品を いただいている団体・ 業（合意書 ）は 1 2 団体（ ）、フード ンクか

ら食品を提供している団体（合意書 行 ・ 、 フード ンク、 ども食堂など）

が 2 団体となっており、取 量も 団体、利用団体も当 計画を大 に上 る状況にな

ってい す。 

 しかし、食品ロスの 状（ の から発生する食品ロス 22 ）からみると 

んの の量の取 い、 た、 の （ 生活 の生活をしている方）

は 1 上と 計してい すが、こ らも、 んの の方々 の食 という

であり す。 

 フード ンク活動の特 の つでもあり すが、 （利用団体の希望品目と量）と供

（ 団体の品目と量）をより 確に （ ッ ング）することが課題となってい す。

とくに食品 連 業からはト ー リテ の確保が られてい す。 

 このような状況の で、取 量や取 品目を 大し、より多くの方々（団体）に食品を提

供さ ていただくた には、保管場 や の確保、 流体 食品の入 庫管理 な

どと て、 と供 を 確に つけるた の みやＩ が であり、 の

フード ンク活動 ッ ング システム には、大きな期待を ているとこ であり

す。 

  

 した ッ ングシステム について 

  は、良いと い す。 

  え 、フード ンクかながわに登録（合意書 ）している団体・ 業（上 ）

が 用することを 定すると、 のような課題（機能 ）があると え す。（

同） 

   ・食品提供事業者（1 2 団体） 食品 連事業者の か、行 等の 機 など

備 品を いただく団体・ 業があり す。 た、利用団体も な団体が登録

してい すが、常 の運 ス ッフは 名の少 数で運 してい す。 

    ッ ングシステムを常時 することは 可能ですので、可能な り自動 （提
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数量に した場合 を表  数表  など）が です。 

   ・ には、 に されていない食品や に量が多い場合もあるので、事前連

の機能。 

   ・ 品 や ース入数、 ード、 ル ン 報、（実 ）、食品の画

や シ ・ 理 等の登録機能（ ップロード）。 

   ・団体登録 目に事業者 、利用団体 ・活動エリ 、活動 ・ などの管

理 目を け、エリ や団体（ ）等を 定し できる機能。 

   ・事業者、事務 は での操作、利用団体 はス での操作が多いと予 される

ので、 とス （画面）の り え機能。 

   ・ 計 ー 等 力（ダウンロード）機能。 

   とくに利用団体 の操作については、 に（パ ンやス ートフォンの操作が

手な方が多く感じるた ）、操作 ルもより にする を感じ す。 

   全 はもとより、全 のフード ンク活動で活用されることを前提に

えると。 と われる機能は可能な り備え、 ス イ しやすいようにして

おくことも であると え す。 

   上 にも課題はあると い すし、システムの機能を 実さ るた には、当

、 発 用も多くかかり す。 省をはじ とする からの 大・ し

た （ ）が 可 ですので しくお いし す。 
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Ⅷ
寄　稿

地域協働によるフードバンク活動マッチング支援事業の展開
「ビーバーリンク」をモデルとしたマッチングシステム



【 】 
   によるフード ンク活動 ッ ング 事業の  

ー ーリンク を ルとした ッ ングシステム 
 

大  生活   
上 （食品ロス  ） 

 
 
はじ に 

日 で大量の食品ロスが発生している。フード プライ ーンが に み合い 々

な で される 利用食品（食品ロス）について、フード ンク等を に活用して、

ども食堂など食品を とする 生活の 場に けたいという 意 は

っている。 
しかし、日 のフード ンクの は く、 が の課題である。特定 利活

動法 セ ンドリーグ が、2020 に ー ーリンク を ルにした ッ ン

グシステム（ ー ーリンク ル ）の 発に取り んだ。 報告書において さ

れた ッ ングシステム ー ーリンク ル は、食品 連事業者とフード ンクや

の活動団体をつなぐ 効な ールとなると期待される。 
では、 のフード プライ ーンから け て されてきた食品を、ICT の

力を活用し事業者でも 者でもある生活 同 合やフード ンクや行 が連

して、いかに の で生活者に ける たな の みをつく うとしたのか。フー

ド ンク活動 ッ ングシステム ー ーリンク ル を事 に、 による

可能な の実 に けた による活動の可能性を、 した。 
 

 食品ロス の 方 からみる取 みの意  
食品ロスの の に する法 （ 法 19 。 法 ） が 2019

5 月、 の 立法として 立した。 法は、 食品ロスの に し、 、 方

団体の 務等を明らかにするとともに、・・食品ロスの を 運動として 合 に

する ことを目 に同 10 月 1 日に施行された。 
は、 食品ロス を、2019 11 月、12 月、2020 2 月の 3 者

を事務 として し、食品ロスの の に する な方 （ 方 ）

を した。食品ロス の である 団法 全 フード ンク

表理事 は、 2 において フード ンクの 通課題 運

の インフラ 備（事務 ・ 庫・ 用 等） 手 ウ ウの を

するた に フード ンク団体の の について 方 に すること

を 実に えた。 
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2020 3 月 に 定された 方 には、 施 の（ ） 利用食品を提供す

るた の活動の 等として のような が されている。 
 
表  食品ロスの の に する な方 施 にみるフード ンク活動 
 
（ ） 利用食品を提供するた の活動の 等 

フード ンク活動は、食品ロスの に するものである か、生活 者 の

などの からも意 のある取 であり、 に対してフード ンク活動 の理 を

する。 体 には のとおりである。 
・ 者 の連 のた の取  （ 食品 連事業者とフード ンク活動団体との

ッ ングや提供される食品の 報 、フードドライ  の ）を た、フード

ンク活動の を行う。事業者等によるフード ンク活動団体の取 の な

を する。 
  

  食品ロスの の に する な方 施 より

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/information/food_loss/prom
ote/pdf/promote_200331_0001.pdf 
実 実験が行われたフード ンク活動 ッ ング システム ー ーリンク

ル は さに、 方 の 施 （ ） 利用食品を提供するた の活動の 等と

して、 者 の連 を活性 するた のシステムとして期待されるものである。 
 
 

2  によるフード ンク活動 ッ ング  
ッ ングシステム ー ーリンク ル は、フード ンク活動 について生活

同 合パルシステム の 13 か ある セン ーのなかから 2 か を活用して

け しが行える 。 生 の利 をいかして保管 庫を活用し青果、冷凍品が える

が特 である。 
 

 (1)日 のフード ンク活動 
団法  流通 の によれ フード ンクの2018 の食品取 量は

2,850トン（ のあった76団体の合計）。食品取 量の対前 は、2017 が118 、

2018 が127 と している。同 により食品提供者を業 に見てみると、 、

業者、小 業者、生 、 業者の に提供を行っている 合が い。食品 取

は、 ども食堂 生活 者 （個 、生活 者 団体） 方 団

体・ 等 施 が と多い。 
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フード ンクの活動のあり方はこの数 間で大きく変 し上 の食品 取 では

2 1 から2 間で ども食堂 のフード ンク フード ンク全 個

は に 率の上 している。流通 では、食品の け しを

しており、在庫 （ 庫で保管し に応じて ）クロスドッ ング （ に集 し

て 荷）引取・ （ 庫を わず、 ） （ は行わず、 ・

に ）などの があるとしている。 

2 者 書では、食品ロス を特集としている。そのなかで ー ーリンク

ルを する 

 

表  つくる 、つかう 、 らす 食品ロス 可能な のた に  
に見るフード ンクとエシ ル  

2 1 1  SDG の ール（目 ） P78  
2 2 1 食品 等と食品ロスの発生量（2017 計） P82  
2 2 3 食品ロスの な発生 （フロー ） P85 
2 2 35 のフード ンク団体数の と食品取 量 の団体数

合 
P121 

2 2 38 フード ンク活動 のた の 報 プラット ームのイ

ー  
P122 

2  エシ ル とは P147 
2  者行 における 可能な に けての  P150 

事  パルシステム生活 同 合連合  
の みをいかして生 者と 者をつな 食品ロス  

P89 

【 2 者 書特集】 
つくる 、つかう 、 らす 食品ロス 可能な のた に

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_research/white_paper/assets/2020_white
paper_0003.pdf 
 

（2） 生 の食品ロス 活動 

生活 同 合（ 、生 ）は、 生活 同 合法（ 23 法 200 ）に

き 立された の け合いにより自発 に する 利 で、 合 が、 、

、利用することで運 される。日 生活 同 合連合  COOP は、全 にある 316 の

生 が 入し、 合 数 2962 、 生 の 事業 3.5 （数字は 2019
在 生 の 取り み報告書 2020）と、日 大の 者 とされる。 

日 生 連の前 は、 生 の食品 ・食品ロス の取り み （2020）にお

いて、取り みを 全 ・日 生 連の取り み と、 生 の取り み 大きく

2 分して説明し、 生 の取り みとしては、 リ イクル・ループの 品の
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供 フード ンク て えどり（ の取り み） 合 とともに ・実 する取り

みをあ ている。そのフード ンク事 の で、フード ンクかながわは、 を

事業エリ とする 数の生 と 者 、 庫、 など 数団体の ン ー

シ ム で 立された が特 として されている。 
表 生 の食品ロス の取り み 前 生 の食品 ・食品ロス の取り

み 流通 報 より作  
 上 食品ロス による なる生活 生活 同 合 vol.542  

取り組み項目 地域生協の取り組み例 取り組み内容 
① リ サ イ ク

ル・ループ
の構築 

コープこうべ（兵庫県） バイオガス発電 
みやぎ生協（宮城県） エコフィード（液状化飼料） 
⼤阪いずみ市⺠生協（⼤阪府） 堆肥化 ハートコープいずみ  

野菜生産 エコロジーファーム 
福井県⺠生協（福井県） 堆肥化 福井県⺠生協の産直生産

者エコファーマー野菜生産 
② 規格外品の

供給 
コープデリ連合会（埼玉県） 規格外農産物を宅配カタログで訳

アリ品として販売 
パルシステム連合会（東京都） 規格外農産物について組合員の声

から生まれたアイデアを商品化 
③ フードバン

ク 
コープフードバンク（みやぎ生協
から、東北 6 県） 

寄贈食品を福祉施設へ「誰でも安
心して暮らせる社会づくり」配達
ボランティアや仕分けの場の提供 

トドックフードバンク（北海道） 
コープさっぽろ 

返品を児童養護施設へ。届け先で
食育イベントや料理体験の提供 

フードバンクかながわ（神奈川県） コンソーシアム型、複数の生協と
労働者福祉協議会、労働金庫、農
協などの複数多様な団体がフード
ドライブ 

福岡県フードバンク協議会 
エフコープ（福岡県） 

県行政、全農、ワーカーズコープ、
フードバンクを支援する仕組み 

④ 店舗でのて
まえどり 

コープ こうべ 消費・消費期限の近い商品の購入
を促進する仕組み 

⑤ 組合員とと
もに学び・
実践する取
り組み 

組合員活動での学びの取り組み 冊子作成（コープこうべ） 
セミナー（コープさっぽろ） 

組合員がフードドライブに参画 37 生協が 488 か所で実施 
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（3） 生  パルシステムでの食品ロス  
生 の には、自 など個 とグループや 場に ける がある。生 の

取り み報告書、2020 によると、 生 の 事業の供 （ 上 ）は 1 8340
、なかでも個 供 は 1 3212 を 、 事業 8973 を上 る。 

（2016）によれ 、パルシステムは、 に 1 、定期 に 合 品をと

どける個 が である。 ログによって 品を し、 時に 用の用紙を提

することで を け、2001 からス ートしたイン ット イトや、ス ートフォン

による プリ ーシ ンでの も えている。 事業における取 いは、 ースで

8 を食品が る。そのう 、青果、 、 、 、 などの 品が 4
と く、事業の を えている。パルシステムの 4 は 生 者、 が明らかで

あること、 生 方法や 荷 準が明らかで生 の が分かること、 保全 ・

業を していること、 生 者や 合 の 流ができること、とする。 
事業は 事業と して 常に食品ロスが少ないことが確認できる と るの

は、パルシステム連合 である。 （2020）によれ 、青果の 率を

にしてみると、全 スーパー ー ット の 2019 の 率は 3.4 であ

るのに対し、 ではセットセン ーでセットされずに る青果の 合は18 上期で0.7
と大きく差がある。 したときに、 事業は 事業と して 常に食品ロスが少な

いことが生 の 値として確認できたとする。 
もともと事前に予 された食品を個 の 合 に ける 事業は、生 者と 者が

く食品ロスが少ないしくみであるが、パルシステムではセットされずに ってし った

予備青果を、 ども食堂やフード ンクなど としているとこ けるた 、 流 と

の (各生 セン ー)を活用する で 備し、パルシステム全 生 の取 み

として 2020 から に実施する予定であった。感 が 大し 生 が連 する

ども食堂も となったた 、フードパントリーに手法を変えた。 ども食堂やフ

ード ンクなどの登録 146 団体に対し、 生 を通じて 2020 はこれ で 24.4t の食

を提供した。 た、 りや 者などの生活 者に対し、

はんプラス (認定 NPO 法 もやい等)に 37 日間 7,490 食分をはじ 、

き し(NPO 法 TENOHASI 等)に、 き し 食 提供(( )あじいる等)、
、 生活 生 (フード ンクあつ )、 在日

に合計 13,490 食を提供し、12 月の し 活動 では つながる ットワーク

にも提供した。 
上 の数字は、2021 1 月 8 日に されたパルシステム で報告されたものであ

る。 
 

3  ッ ングシステム ー ーリンク ル の実 実験 
2020 の実 実験 ー ーリンク が された と、実 実験 果の を と
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ておく。 ッ ングシステム 発にあたって、セ ンドリーグ が した の

者や、実 実験に けてシステムが 発されるに った流れは、表 のとおりである。 
フト 発担当 3 （ 通  ープル フトウエ  

）は す ての に した。 
目される は、7 月 29 日に された ッ ングシステム 実 者分 で全 のフ

ード ンクから な が られた 、およ 、 ン ート がフード ンク と生

の 2 行われた である。 
 

表  セ ンドリーグ が ッ ングシステム として した活動  
 
2020    
5 月 18 日（月） 
14:00-16:15  

フト 発担当 3  
合わ  

 

6 月 18 日（ ） 
15 00 17 00 

ッ ングシステム    、 

7 月 6 日（月）  
15 00 17 00 

ッ ングシステム    

7 月 29 日（ ） 
10 30 12 10 

ッ ングシステム 実 者分   

フード ンク  ン ート 【実施期間】2020 10 月 1 日 10 月 31 日 
省食 業 イ ス 課を通じてフード ンク団体 120 に 。 

数 30 
10 月 16 日（ ） 
15 00 17 00 

ッ ングシステム   

実 実験 ー ーリンク と 見  
ー ーリンク   

日時 11 月 13 日（ ）13 時 13 時 30 分  12 月 11 日（ ）13 時 13 時 30 分 
ー ーリンク 見  

日時 11 月 18 日（ ）13 時 13 時 30 分  12 月 16 日（ ）13 時 13 時 30 分 
実 実験 備 品引き取り 

生      ン ート  【実施期間】2020 11 月 15 日 12 月 31 日 
日 生活 同 合連合 （日生 ）を通じて  

数 38 
12 月 23 日（ ）  
15 00 17 00 

ッ ングシステム   
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） ー ーリンク ル 実 実験 と 見 
ー ーリンクは、登録 は、2021.2 月 在で 10 。そのう 、パルシステム

のセン ーは である。実 実験が行われた場 は 2 、ど らも生活 同 合パ

ルシステム の セン ーで ー ーリンク と ー ーリンク 見である。 
）2 クールの実 実験時期 2020 11 月、2020 12 月 

【実 実験 クール】（2020 11 月）【実 実験 クール】（2020 12 月）の 2 クールが

行われた。 
では 日 13 時 13 時 30 分（11 月 13 日、12 月 11 日）、 

見では 日の 13 時 13 時 30 分（11 月 18 日、12 月 16 日） 
）食品提供者（団体）と食品利用者（団体） 

実 実験で取り った食品は、 では青果、 見では青果と冷凍品である。 
食品利用者の団体数は、 ー ーリンク では 11 月は 3 団体、12 月は が 1 団体

あり 4 団体、 ー ーリンク 見では、11 月 12 月ともに 4 団体である。 
表  

ー ーリンク と 見 【実 実験 クール】【実 実験 クール】の 果  
NO1 ー ーリンク   
・日時 11 月 13 日（ ）13 時 13 時 30 分 12 月 11 日（ ）13 時 13 時 30 分 
・場 パルシステム セン ー・利用団体 団体（ 4 団体） 

 ートフ リ くすの  特 法 ） ボランテ えあいの  
 プロ クト    （ クールで  くり ） 

取 い食品 青果 13 品目 214   
取 い食品 青果 12 品目 276  
NO2 ー ーリンク 見  
日時 11 月 18 日（ ）13 時 13 時 30 分 12 月 16 日（ ）13 時 13 時 30 分 
場 パルシステム 見セン ー・利用団体 団体 

 の上こども食堂 特定 利活動法 な こども食堂 
 つるみ      す いる  こども食堂 

取 い食品 青果 12 品目 205  冷凍品 6 品目 133  
取 い食品 青果 11 品目 231  冷凍品 品目 200  

 
 ン ート 果からの  

Q6 フード ンク活動を行うにあたり、システム上、 であると うことを えてく

ださい。 に のような な を する があったことは 目される。 
、団体の理 や活動 などを食品事業者 に 分に理 してもらい いに

を いたの に食品のやり取り、 たは活動 提供 ていくのが 可能なフ

ード ンクのあり方だと えるので、 ッ ング イト りになってし うと個 に 業
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対して自団体の特性や活動理 を えにくく、その にある 業との業務提 や活動

提供に が 。 た、 ッ ング イトを することは 業に対して食品ロスの

ではなく、フード ンクを 合の良い として ストの と け られる

可能性があるので、それを ぐ らかの対応がシステム上で であると う。 この ン

ート の が する は である。 
ー ーリンク ル がもつ テ とフード ンク の の特 を

確認しておきたい。 ッ ングシステムがより効果 にフード ンク活動 として活用

されるた に、 の ー ーリンク ル は、 生 との連 ン ーシ

ム フード ンク による 課題を してきた活動各 団体が やかに

場 と食品をシ し、 々な 活動を 、 で 者を通じて食品を とする利

用者がつながり のセーフテ ットの を担う テ につながっていく

ことの 3 が特 である。 書きで 理する。 
 

）セ ンドリーグ は 生 パルシステム と な連 がとれる

である。 
） 団法 フード ンクかながわは、食品 団体・ 業（合意書 ）は 142

団体（ ）、食品提供団体（合意書 行 ・ 、 フード ンク、 ども食堂など）

が 205 団体という、 ン ーシ ム フード ンクでの やかな との で活動を行

っている。 
） ー ーリンクは、2017 から、かながわボラン リー活動 21 事

業負担 対 事業として、 6 課と し、 食と をつな から をな

くす K-Model 事業 をからすす るなかで活動してきた。 
  
 

と  たなフード プライ ーンと テ の期待 
 
日 の に いたもったいないのス リットは の 可能な を するこ

とが期待された生活 である。その日 で、 1 業での 生 の 場 から、 2
業・ 3 業を て、 た とりの食の の 場 で、 に み合うフ

ード プライ ーンがつくられ、生 と は分 されて、食 自 率が い日 で、大

量に食品ロスが発生する みが作られた。大変 なことに、日 はフードロス後 で

あると われる状況にある。 
ルの食 機が されるなかで、食品ロス は、特定分野で できない、

各 体が連 して することが られる の課題である。 で に、 に

をつけたフード ンク等を活用し、 ども食堂など食を とする生活者に けたいと

いう 意 は っている。 り しになるが フード ンク活動は、食品ロスの
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に するものである か、生活 者 の などの からも意 のある取 であ

り、 に対してフード ンク活動 の理 を する。 と 2020 3 月 に 定さ

れ、 は で実 をする場面となっている。 
その 方で ロ ウ ルス感 大に う 1 事 が 2020 月 日から

だされ 自 や 食 業が された。ステイ ームといわれ、テ ワークが され、

食を た日常生活を大きく変 した。、 のフード プライ ーンで発生していた食

品ロスとは なる状況で食品・食 が 利用での がされる事 も発生している。 
 

ー ーリンク ル は、 の みとス リットで、食品提供者と食品利用者を

つなぐフード ンク ッ ングシステムをつくることによって、 スとして 大

さ るのではなく、利用者が とする と、食品ロスとなりそうな量を し、 利用

食品を活用することである。セ ンドリーグ の食 ットワーク ー ーリンク

を実 実験の場としてフード ンク活動における 食品 効活用 ッ ングシステム 運用

実 ルが されている意 は大きい。 後さらなるフード ンク活動活性 に け

て、事業者、 者、行 ・ 等が える課題や を理 のうえ、 報 し生活者

に効率 ・効果 に ていく き 意 が られる。 
 
さようならお い をするだけの 者、こんに は 可能な をつくる生

者。食が と 業との 生 からリ ントな を の ントを ー ー

リンク ルは提 している。 
連の SDGs（ 可能な 発目 ）も後 しし、食品ロス 法の意 が に定

してきている。食品ロス 、数値目 の だけでなく、食 の生 や流通の を

る 者 につな ることが であるといえよう。 
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 事業を通じた食品ロス 食品と vol.57  2016  
 食 機 パン ック、 ッ 、食品ロス PHP 書 2021  
 もったいないプロ クト 発の 品 発による食品ロスの  生 運

 314 2020 7 月  
上  食品ロス 法と 者 vol.72 352 2019  
上  生活 生活者がつなぐ食（ ）と （生 ） 生活

 （17K00771）報告書 
上 食品ロス 法と 方 にみる 可能な 日 理

vol.53  2020  
上  食品ロス による なる生活 生活 同 合の生活  

生活 同 合 vol.542 2021 3 月 
前 、 生 の食品 ・食品ロス の取り み 流通 報 546 2020  

けい フード ンク活動から見える どもの vol.72 352 2019 
 

 
報告書【 生活  -生活者がつなぐ食( )と (生 )-】 表者上  

http://uemuralabo.webcrow.jp/index.html 
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資　料

Ⅸ



Ⅸ．資料 マッチングシステム検討会実施状況 
 

ッ ングシステム分  

日  時 2 2 月 1 日（月） 1 1 1  

ン ー 通  

ープル フトウ                      

 

特定 利活動法 セ ンドリーグ  

  事業説明・システム 説明 

の事業の説明と、 定する ッ ングシステムの業務フローの説明、 

イ ー のすり合わ 。 

 

ッ ングシステム  

日    時 2 2 月 1 日（ ） 1 1  

ン ー 通                

ープル フトウ                      

                     

団法 フード ンクかながわ                   

生活 同 合パルシステム                

特定 利活動法 セ ンドリーグ     

ー ー 省 食 業  イ ス 課 食品 業 対  

    フード ンクを取り く 事業実施にあたっての 意 確認  

       フード ンクかながわの食品の流れ、 ー ーリンク食品の流れを  

ッ ングシステム の  

 

ッ ングシステム  

日    時 2 2 月 日（月） 1 1  

ン ー 通                

ープル フトウ                      

                     

団法 フード ンクかながわ                   

生活 同 合パルシステム               

特定 利活動法 セ ンドリーグ       

ー ー 省 食 業  イ ス 課 食品 業 対  

    ッ ングシステム の  
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ッ ングシステム 実 者分  

日    時 2 2 月 2 日（ ） 1 12 1  

ン ー 全 フード ンク 、認定特定 利活動法 フード ンク     

法  あいあい っと  

特定 利活動法 うど んく                   

通                          

ープル フトウ                  

特定 利活動法 セ ンドリーグ                  

    各フード ンク団体の課題 。 ッ ングシステムに する期待など  

 

ッ ングシステム  

日    時 2 2 1 月 1 日（ ） 1 1  

ン ー 通                

ープル フトウ                      

                     

団法 フード ンクかながわ                   

生活 同 合パルシステム               

特定 利活動法 セ ンドリーグ     

ー ー 省 食 業  イ ス 課 食品 業 対  

   課  

Ｄ 課  

    ン ート実施状況・ ー ーリンク活動状況、実 実験の 方を  

ッ ングシステムの 、操作のプ ンテーシ ン 

 

ッ ングシステム  

日    時 2 2 12 月 2 日（ ） 1 1  

ン ー 通                

ープル フトウ                      

                     

団法 フード ンクかながわ                   

生活 同 合パルシステム               

特定 利活動法 セ ンドリーグ        

ー ー 省 食 業  イ ス 課 食品 業 対  

     課  

    ン ート 果報告。フード ンクを取り く状況の  

実 実験状況と課題の 。 果 の実施、報告書作 について 
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